
○学校と地域住民・保護者が心を合わせて子どもたちを育む仕組みが必要と

考え，法規に基づいて，地域と共にある学校づくりを目指して設置される

ものです。市川市では早期から，コミュニティサポート事業や学校評議会

制度を推進してきましたが，本校及び第八中学校ブロック（第八中学校，

鶴指小，大和田小）においては，平成 29 年度より，市川市教育委員会の

指定を受けて「学校運営協議会」をスタートさせ，本年度で３年目を迎え

ます。尚，市川市では，今年度より市内全幼・小・中において「学校運営

協議会」が導入・制度化されました。 

はじめに ～ 学校運営協議会とは ～ 

①校長の作成する学校運営の基本方針について承認する。 

②学校運営について、教育委員会または校長に意見を述べる。 

③教職員の任用に関して、教育委員会に意見を述べる。 

④学校関係者評価を行う。 

第１回次第  

1 学校長挨拶 

2 委員の任命 

3 自己紹介 

4 会長・副会長の選出・挨拶 

5 協議 

  ・ 本年度の学校経営について 

     （学校長より） 

   ・ 子どもの居場所づくり事業に 

ついて（教育委員会より） 

6 報告・意見交換（各委員） 

学校運営協議会制度に関する法規等

詳しい説明は以下をご参照ください。 

～ 学校運営協議会の主な役割は４つ ～ 
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令和元年度 平田小 学校運営協議会委員 

～ 一年間，よろしくお願い致します ～ 
 
＜第１号委員 ― 地域住民代表者 ―＞ 

・和知委員（平田自治会 副会長）  ・橋本委員（民生委員･主任児童員） ・石田委員（民生委員･児童委員）  

・戸村委員（八幡南口町会 副会長）・川原委員（新田 2･3 丁目自治会 支部長） 

＜第２号委員 ― 保護者代表 ―＞ 

・石井委員（平田小 PTA 会長） ・中里委員（前平田小 PTA 副会長）  ・堀水委員（平田小 PTA 副会長） 

＜第３号委員 ― 学校の運営に資する活動を行う者 → 

・佐藤委員（平田小地域学校協働活動推進員 

・平田小施設開放委員長・前平田小 PTA 会長） 

＜第４号委員 ― 学識経験者 ―＞ 

・川﨑委員（元平田小学校長・平田子ども会 会長） 

＜第５号委員 ― 学校長 ―＞ 

・杉本委員（平田小学校長） 

＜第６号委員 ― 教職員代表 ―＞ 

・村元委員（教頭） ・松丸委員（教務主任） 



 

第１回学校運営協議会 

 

● 今年度の現況と重点について 

○児  童  数  ４３３名 （児童数ピークは昭和５４年の１５０３名） ※5/1 現在  

○教  職  員  約４０名（ボランティアや定期的・一部的に児童に係る者等含む） 

教職員の平均年齢 男性 ４３．３歳，女性 ３８．４歳 

若年層及びその見本となるミドル層の人材育成が必要。 

やりがいのある職場を目指す。 

○行事予定  校外学習の予定や運動会等大きな年間行事の予定 

学力向上公開研究会開催（市川市指定学力向上推進校） 

  ○教育目標     「夢を持ち 未来に向かってたくましく生きぬく子どもを育てる」 

                  （体をきたえよう・豊かな心をもとう・進んで学ぼう） 

  ○重   点  「確かな学力」  （市川市学力向上推進校） 

「きれいな学校」 （清掃・学習環境・文字・言葉・心・・・） 

「豊かな体験学習」（千葉県オリンピック・パラリンピック教育推進校） 

＜児童との約束＞ 

「気持ちのよいあいさつと返事をしましょう」 

「話は目と耳と心でしっかり聴きましょう」 

「命を大切にしましょう（自分の命も他人の命も）」 

○そ  の  他    学童クラブ ４教室（１増） 

○市内施策   児童の登下校の安全のために新導入（「ツイタもん」市内全校導入） 

ICTのバージョンアップ（校内 LAN・PC・HP・mail 等） 

第１回協議会 協議の概要 （令和元年５月２０日（月）実施）  

令和元年度の平田小学校学校運営方針について    学校長より 

○学校を取り巻く状況も変わってきたので，教育目標なども変えていってもよいと思う。 

○ニュースなどで子どもを巻き込んだ交通事故の話をよく聞く。 

安心安全の対策今年度も一緒に考えて行きたい。 

○若い先生が増えた。やめてしまう方もいるという。 

悩みなどを吸い上げて，若手ストレス緩和の工夫をしてあげて欲しい。 

○給食の残菜量が減ってきている。一方，おいしいと思う味の差が多様化している。 

各家庭の生活習慣や食事スタイル，食器の片づけなどのしつけも多様化してきている。 

指導も難しいのでは・・・。 

← 殆ど食べない子，極端に食事スピードが遅い子などがいる。担任や栄養教諭も配慮している。 

○孤食（家族みんなが個々に食べる・子ども一人で食べる）が増えている。家庭も一つの「社会」

であったが，今はそうとも言えない。こういうことの指導も難しいのでは。 

 ←家庭との連携を含めて「食育」を進めていきたいと考えている。 

○昨年卒業した子どもも平田小を懐かしがっている。そんな学校経営を 

続けて欲しい。 

○路上でのキックボード等の遊具によるケガが多い（他の学校でも）。 

保護者の危険性の認知を高めて欲しい。 

○ビーイングを今後放課後子ども教室に名称変更していく。 

それに伴って，使用のためのルール等の変更がある。 

その他も含め，子ども達の放課後の居場所確保のための 

ご協力をお願いしたい。（教育委員会） 

質問・ご意見・連絡等（抜粋）              各委員・教育委員会より 

●諸連絡の後，散会 


